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1/31 26:00道路の老朽化対策の本格実施に関する提言 概要 資料①
【１．道路インフラを取り巻く現状】 【２．国土交通省の取組みと目指すべき方向性】

○全橋梁約７０万橋のうち約５０万橋が市町村道

（１）メンテナンスサイクルを確定（道路管理者の義務の明確化） （２）メンテナンスサイクルを回す仕組みを構築

[点検]

[診断]

[措置]

[記録]

[予算]  

[技術]

（１）道路インフラの現状 （２）老朽化対策の課題
○直轄維持修繕予算は最近10年間で２割減少

○町の約５割、村の約７割で橋梁保全業務に 携
わっている土木技術者が存在しない

○地方公共団体では、遠望目視による点検も
多く点検の質に課題

本格的にメンテナンスサイクルを回すための取組みに着手

○インフラ長寿命化基本計画の策定【H25.11】

『インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議』
⇒ インフラ長寿命化計画（行動計画）の策定へ

最低限のルール・基準が確立していない メンテナンスサイクルを回す仕組みがない

○高速道路更新事業の財源確保 （通常国会に法改正案提出）

○点検、修繕予算は最優先で確保

○複数年にわたり集中的に実施する大規模修繕・更新に対して支援す
る補助制度

各道路管理者の責任で以下のメンテナンスサイクルを実施

○統一的な尺度で健全度の判定区分を設定し、診断を実施

○橋梁（約７０万橋）・トンネル（約１万本）等は、国が定める統一的な基準に
より、５年に１度、近接目視による全数監視を実施

○舗装、照明柱等は適切な更新年数を設定し点検・更新を実施

○点検・診断の結果に基づき計画的に修繕を実施し、必要な修繕ができな
い場合は、通行規制・通行止め

○利用状況を踏まえ、橋梁等を集約化・撤去

○適切な措置を講じない地方公共団体には国が勧告・指示

○重大事故等の原因究明、再発防止策を検討する『道路インフラ安全委員
会』を設置

○点検・診断・措置の結果をとりまとめ、評価・公表（見える化）

（省令・告示：Ｈ２６.３.３１公布、同年７.１施行予定）

（高速）

（直轄）

（地方）

[体制]

○道路法改正【H25.6】

・点検基準の法定化
・国による修繕等代行制度創設

①メンテナンスサイクルを確定 ②メンテナンスサイクルを回す仕組みを構築

【３．具体的な取組み】

○都道府県ごとに『道路メンテナンス会議』を設置

○メンテナンス業務の地域一括発注や複数年契約を実施

○社会的に影響の大きな路線の施設等について、国の職員等から構成される
『道路メンテナンス技術集団』による『直轄診断』を実施

○重要性、緊急性の高い橋梁等は、必要に応じて、国や高速会社等が点検や
修繕等を代行（跨道橋等）

○地方公共団体の職員・民間企業の社員も対象とした研修の充実

○点検業務・修繕工事の適正な積算基準を設定

○点検・診断の知識・技能・実務経験を有する技術者確保のための
資格制度

○産学官によるメンテナンス技術の戦略的な技術開発を推進

（２）目指すべき方向性（３）現状の総括（２つの根本的課題）

[国民の
理解・協働] ○老朽化の現状や対策について、国民の理解と協働の取組みを推進

（１）メンテナンス元年の取組み

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望
ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を
講ずべき状態

○地方公共団体管理橋梁では、最近５年間で
通行規制等が２倍以上に増加

○一部の構造物で老朽化による変状が顕在化

メンテナンスサイクルを持続的に回す以下の仕組みを構築

産学官のリソース（予算・人材・技術）を全て投入し、総力をあげて本格的なメンテナンスサイクルを始動【道路メンテナンス総力戦】

『道路インフラ健診』

Ｈ２６
結果を
公表
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【機密性２】九州管内の点検実施状況（全体）

○昨年７月の省令施行を踏まえ、道路管理者は、全ての橋梁、トンネル等について、５年に１回の近接目視によ
る点検計画を策定。平成26年度の点検実施率は、橋梁約７％、トンネル約１４％、道路附属物等約２１％

○橋梁については、国土交通省九州地方整備局では、全体の約２４％を点検しているが、高速道路会社１７％、
地方公共団体６％となっている。今後は、各年度で全体の20%程度の点検を実施。

○第三者被害の予防並びに路線の重要性の観点から、最優先で点検を推進する橋梁を規定。

＜５年間の点検計画と平成26年度の実施状況＞ ＜各構造物の点検実施状況＞

＜橋梁点検状況（管理者別）＞

＜橋梁の点検方針＞

コンクリート片の落下等による第三者被害の予
防並びに路線の重要性の観点から、以下につい
ては、最優先で点検を推進

・緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋
・跨線橋
・緊急輸送道路を構成する橋梁

道路施設
管理施設数

（A）
計画点検数

(B)
点検実施数

（C）
点検実施率
(D＝C/A）

橋梁 102,679 8,760 7,008 7%

トンネル 1,691 248 229 14%

道路附属物等 2,956 621 606 21%

※ H27.6月末時点

管理者
管理施設数

（A）
計画点検数

(B)
点検実施数

（C）
点検実施率
(D＝C/A）

国土交通省 3,291 877 780 24%

高速道路会社 1,627 589 275 17%

地方公共団体 97,761 7,294 5,953 6%

合計 102,679 8,760 7,008 7%

※ H27.6月末時点

9%

15%

21%

21%

12%

23%

24%

18%

22%

23%

19%

16%

23%

36%

18%

橋梁

トンネル

道路附属物等

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

7%

14%

21%

※ 上記の他に、国土交通省及び高速道路会社管理の溝橋（カルバート）がある。
（管理施設数、点検実施数は、国土交通省1205、0、高速道路会社622、227）

資料③



【機密性２】九州管内の点検実施状況（橋梁）

○最優先で点検すべき橋梁の点検実施率(D)は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約１８％、跨線橋約１４％、緊
急輸送道路を構成する橋梁約１５％である。計画点検数に対しては、特に跨線橋について、点検が遅れて
いる状況であり、H26未点検橋梁も含め早期に点検を行うように調整する。

○跨線橋の点検には、鉄道事業者との協議や調整に時間を要するなどの課題が存在するが、ほぼ全ての鉄
道事業者と今後の点検計画を確認しており、整備局等が窓口となった一括協議を行い体制を強化する。

＜最優先で点検すべき橋梁の点検計画と平成26年度の実施状況＞

管理施設数
（A）

計画点検数
(B)

点検実施数
（C）

点検実施率
(D＝C/A）

橋梁 102,679 8,760 7,008 7%

緊急輸送道路
を跨ぐ跨道橋

1,638 390 300 18%

跨線橋 1,027 221 147 14%

緊急輸送道路を
構成する橋梁 14,474 2,870 2,239 15%

※ H27.6月末時点

＜課題＞

跨線橋については、点検方法の下協議、鉄道事業者側の
保線工事等との実施時期の調整（実施協議）などに時間を
要する。

（調整必要期間：跨線橋 約１年～１年半、跨道橋 約２～４ヶ月）

整備局等が窓口となった管内道路管理者分の一括協議、
年度上半期での点検着手、実施体制の強化等により、点検
を実施していく予定

【調整（例）】

下協議
：４～６ヶ月

・点検方法
・点検日数

実施協議
：４～６ヶ月

・覚書締結
・発注手続き
（保線工事
等との調整）

点検
実施

各種手続き
：４～６ヶ月

・点検日時
・停電手続き

下協議
：１～２ヶ月

・点検方法
・点検日数
・規制方法

実施協議
：１～２ヶ月

・点検日時
・規制周知

点検
実施

跨
線
橋

跨
道
橋

9%

24%

22%

20%

21%

26%

28%

25%

24%

18%

18%

21%

23%

15%

15%

18%

23%

17%

17%

16%

橋梁

緊急輸送道路を

跨ぐ跨道橋

跨線橋

緊急輸送道路を

構成する橋梁

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

7%

18%

14%

15%

資料④



【機密性２】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 939 255 160 33 62 0

高速道路会社 467 87 9 64 14 0

福岡県
（福岡県道路公社含む） 4,785 645 223 385 37 0

政令市
（福北高速道路公社、

北九州市道路公社含む）
4,266 161 57 81 23 0

市町村 18,950 710 314 269 125 2

29,407 1,858 763 832 261 2

（100.0%） （41.1%） （44.8%） （14.0%） （0.1%）
合計

管理者
管理施設数
(H26.12末時点)

Ｈ２６
点検実施数
(H27.6末時点)

判定区分内訳

福岡県のＨ２６点検結果（橋梁） 資料⑤-１

＜平成26年度管理者別点検結果（橋梁）＞

○ 福岡県の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が2橋（0.1%）あり、
また、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は261橋（14.0%）、さらに、判定区分Ⅱ（予算の
許す限り、長期的な修繕コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は832橋（44.8%）

1



【機密性２】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 14 3 0 0 3 0

高速道路会社 27 10 0 10 0 0

福岡県
（福岡県道路公社含む） 32 29 1 13 15 0

政令市
（福北高速道路公社含む） 68 11 0 9 2 0

市町村 11 4 0 4 0 0

152 57 1 36 20 0

（100.0%） （1.8%） （63.2%） （35.1%） （0%）
合計

管理者
管理施設数
(H26.12末時点)

Ｈ２６
点検実施数
(H27.6末時点)

判定区分内訳

福岡県のＨ２６点検結果（トンネル）

○ 福岡県のトンネルの点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は無く、判定区分Ⅲ（早
期に措置を講ずべき状態）は20箇所（35.1%）、さらに、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的な修
繕コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は36箇所（63.2%）

＜平成26年度管理者別点検結果（トンネル）＞
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【機密性２】

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 222 44 5 21 18 0

高速道路会社 232 53 6 36 11 0

福岡県
（福岡県道路公社含む） 184 3 1 0 2 0

政令市
（福北高速道路公社、

北九州市道路公社含む）
431 66 44 22 0 0

市町村 46 5 0 2 3 0

1,115 171 56 81 34 0

（100.0%） （32.7%） （47.4%） （19.9%） （0%）
合計

管理者
管理施設数
(H26.12末時点)

Ｈ２６
点検実施数
(H27.6末時点)

判定区分内訳

福岡県のＨ２６点検結果（道路附属物等）

＜平成26年度管理者別点検結果（道路附属物等）＞

○ 福岡県の道路附属物等の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）は無く、判定区分Ⅲ
（早期に措置を講ずべき状態）は34箇所（19.9%）、さらに、判定区分Ⅱ（予算の許す限り、長期的
な修繕コスト低減の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は81箇所（47.4%）
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【機密性２】判定区分Ⅳの構造物リスト（福岡県）

○ 判定区分Ⅳについては、いずれも緊急措置（通行規制）を実施。

＜判定区分＞

＜判定区分Ⅳのリスト＞

資料⑥

状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる
可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

区分

○橋梁

管理者 施設名 路線名 建設年 損傷の具体的内容

大任町 今任橋 上今任・向田線 1982
P2橋脚の橋座にひびわれが生じていた。
また、支承本体も傾いていた。

八女市 石ヶ坪１号橋 豊福立山線 不明
石橋の石積部に欠損、抜け落ち、ひびわれ
が見られた。

※その他施設で、判定区分Ⅳは無し



【機密性２】

道路施設
管理施設数
(H26.12末時点)

H26計画
点検数

（Ａ）

H27計画
点検数

（Ｂ）

H26点検
実施数

(H27.6末時点)

（Ｃ）

H27点検
予定数

（Ａ＋Ｂ－Ｃ）

橋梁 29,407 2,620 6,817 1,858 7,579

トンネル 152 56 21 57 20

道路附属物等 1,115 169 341 171 339

福岡県のＨ２７点検計画

＜各構造物の平成27年度の点検予定＞

※H26計画点検数（A）、H27計画点検数（B）は、H26.12に策定した数値であり、今後の計画点検数は見直しすることがある。

資料⑦-１



【機密性２】

道路施設
管理施設数
(H26.12末時点)

H26計画
点検数

（Ａ）

H27計画
点検数

（Ｂ）

H26点検
実施数

(H27.6末時点)

（Ｃ）

H27点検
予定数

（Ａ＋Ｂ－Ｃ）

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋 655 93 154 69 178

跨線橋 357 79 107 27 159

緊急輸送道路を
構成する橋梁 3,670 826 856 631 1,051

※H26計画点検数（A）、H27計画点検数（B）は、H26.12に策定した数値であり、今後の計画点検数は見直しすることがある。

資料⑦-２福岡県のＨ２７点検計画（最優先で点検すべき橋梁）

＜最優先で点検すべき橋梁の平成27年度の点検予定＞



【機密性２】地域一括発注の進捗状況

○市町村の人不足・技術力不足を補うために、市町村が実施する点検・診断の発注事務を都道府県等が受委託
等することで、地域一括発注を実施

＜地域一括発注による平成26年度の点検実施と平成27年度の点検計画＞ （福岡県の事例）

資料⑧

【イメージ図】

Ａ市 Ｂ町 Ｃ村

都道府県等による受託

国・県にてニーズを取りまとめ

・市町村のニーズを踏まえ、点検業務の⼀括発注等
の実施

【手続きの流れ】

・国、都道府県等にて市町村の意向調査を実施し、
点検数量をとりまとめた上で、点検業者へ発注

①

市
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村
の
意
向
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査

②

意
向
と
り
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③

受
委
託
等
⽅
法
説
明

④
点
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①道路構造物管理実務者研修
対 象：自治体職員及び直轄職員 予定人数：各４０名
主 催：国土交通省九州地方整備局〈５日間、九州技術事務所〉

応募状況
時 期：橋梁Ⅰ H27.8.3～8.7（修了） ４１名

橋梁Ⅰ(２期) H27.9.28～10.2 ３１名
橋梁Ⅱ H27.11.9～11.13 ２４名
トンネル H27.8.24～8.28（台風のため延期）１２名

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、点検
要領に基づく点検に必要な知識・技能等を取得する
ための研修。

募 集：橋梁Ⅰ（２期）、橋梁Ⅱ、トンネルについて空きがあります。追加参加希望がありましたら、
９月４日までに国土交通省九州地方整備局 企画部企画課までご連絡下さい。

②市町村橋梁点検等技術講習会 〔H27～H30（４ヵ年）〕
対 象：市町村職員
主 催：福岡県
予定人数：１会場３０名程度＊県下４ブロック
時 期（予定）：

H27.10.15～10.16 筑後ブロック（朝倉市）
H27.10.22～10.23 筑豊ブロック（福智町）
H27.11.12～11.13  北九州ブロック（嘉麻市）
H27.11.17～11.18 福岡ブロック（古賀市）

目 的：橋梁の点検・診断、修繕の技術講習会を開催し、市町村職員の技術力の向上を図ります。
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